
平成 19年 3月期　第３四半期財務・業績の概況（連結） 平成 19年 1月 26日

上 場 会 社 名 　　フジ日本精糖株式会社 （コード番号　：　2114　　東証第２部）

（ ＵＲＬ　http://www.fnsugar.co.jp )

代 表 者 　役職名 代表取締役社長 氏名　江口達夫

問 合 せ 先 責 任 者 　役職名 執行役員管理本部副本部長 氏名　福田　弘 TEL (03) 3667 - 7811

１. 四半期財務情報の作成等に係る事項
　　　①　会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：　　有

　　　　　　（内容） 固定資産の減価償却の方法については、年間見込額のうち当四半期分を計上しております。

法人税等の計上については、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。

　　　②　最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：　　無

　　　③　連結及び持分法の適用範囲の異動の有無 ：　　無

２. 平成19年3月期第３四半期財務・業績の概況（平成18年4月1日～平成18年12月31日）
(1)経営成績（連結）の進捗状況 （百万円未満切捨て）

売上高 営業利益 経常利益
四半期（当期）

純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

19年3月期第3四半期 9,968 4.6 776 443.4 901 234.1 541 148.5

18年3月期第3四半期 9,534 2.8 142 △ 20.5 269 △ 4.8 218 0.8

(参考)18年3月期 12,169 229 443 260

１株当たり四半期 潜在株式調整後１株当たり

（当期）純利益 四半期（当期）純利益

円 銭 円 銭

19年3月期第3四半期 19 91 － －

18年3月期第3四半期 8 13 － －

(参考)18年3月期 9 51 － －

(注)　売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。

〔経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等〕
 　当第３四半期におけるわが国の経済は、個人消費の改善傾向に弱さがみられるものの、高水準の企業業績を背景とした

設備投資の増加や輸出の堅調等に支えられ、全体的には回復基調で推移いたしました。

　 このような状況の中、当社グループは、引き続き各事業の強化・拡大を努めたこと、前連結会計年度に不採算事業からの

撤退を行った結果、前年同期に比べ増収増益となりました。セグメント別の業績につきましては、精糖事業は、適正価格での

販売を維持したことにより増収増益となりました。食品物資事業は、上述のとおり豪州の子会社を売却したこと、舞茸事業から

撤退したことにより前年同期に比べ売上高は減少したものの、営業損益は改善いたしました。不動産事業は、概ね計画どお

り推移いたしました。

　 以上の結果、当第３四半期の当社グループ業績は、売上高9,968百万円(前年同期比 4.6％増)、営業利益 776百万円（

同 443.4％増)、経常利益 901百万円(同 234.1％増)、当第３四半期純利益 541百万円(同 148.5％増)となりました。
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(２)財政状態（連結）の変動状況 （百万円未満切捨て）

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

19年3月期第3四半期 15,757 11,319 71.8 416 45

18年3月期第3四半期 15,722 11,370 72.3 421 85

(参考)18年3月期 15,221 11,069 72.7 408 18

〔財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等〕
　当第３四半期末の総資産は、前連結会計年度末に比べ535百万円増加し、15,757百万円となりました。

　流動資産は、前連結会計年度末に比べ824百万円増加し、5,149百万円となりました。これは主に預け金の増加等によるも

のであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べ289百万円減少し、10,608百万円となりました。これは主にその他有価証券の時価

評価により投資有価証券が減少したこと等によるものであります。

　当第３四半期末の負債は、前連結会計年度末に比べ284百万円増加し、4,437百万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べ447百万円増加し、2,370百万円となりました。これは主に未払法人税等が減少した

ものの買掛金が増加したこと等によるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べ163百万円減少し、2,066百万円となりました。

　当第３四半期末の純資産は、前連結会計年度末に比べ250百万円増加し、11,319百万円となりました。これは主に第３四半

期純利益計上により利益剰余金が増加したこと等によるものであります。

　なお、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.9ポイント減少し、71.8％となりました。

３. 平成19年３月期の連結業績予想（平成18年4月1日 ～ 平成19年3月31日）

売上高 経常利益 当期純利益

百万円 百万円 百万円

通期 12,000 950 550

（参考）　１株当たり予想当期純利益（通期） 20円23銭

〔業績予想（連結）に関する定性的情報等〕
　 当期の業績予想につきましては、第３四半期の業績は計画を上回っておりますが、第４四半期の原糖価格及び販売価格の

推移が不透明なこともあり、前回公表（平成18年11月16日）の通期業績予想の修正はありません。

※上記の業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と

   異なる結果となる可能性があります。　

○添付資料
（要約）四半期連結貸借対照表

（要約）四半期連結損益計算書

セグメント情報
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（添付資料） 

１.（要約）四半期連結貸借対照表   
 

 
前第３四半期 

(平成17年12月31日現在)
当第３四半期 

(平成18年12月31日現在)
前連結会計年度 

(平成18年３月31日現在) 

区   分 金額(千円) 構成比 金額(千円) 構成比 金額(千円) 構成比 

(資産の部) ％ ％  ％

流動資産  

  現金及び預金 1,818,432 1,798,480 2,004,433 

  受取手形及び売掛金 551,678 686,550 524,466 

  有価証券 85,363 21,813 21,786 

  たな卸資産 1,074,371 970,343 838,760 

  預け金 ― 809,000 ― 

  その他 1,208,726 863,655 935,539 

  貸倒引当金 △1,890 △719 △338 

流動資産合計 4,736,682 30.1 5,149,124 32.7 4,324,648 28.4

固定資産   

 有形固定資産   

  建物及び構築物 880,082 866,969 898,891 

  機械装置及び運搬具 639,620 591,453 632,049 

  土地 2,073,856 2,087,476 2,073,856 

  その他 66,045 53,706 58,015 

 有形固定資産合計 3,659,605 23.3 3,599,605 22.8 3,662,812 24.1

無形固定資産 110,214 0.7 94,708 0.6 100,059 0.6

 投資その他の資産   

  投資有価証券 6,072,774 5,721,234 6,046,386 

  長期貸付金 752,574 788,918 695,979 

  その他 480,182 499,585 484,275 

  貸倒引当金 △89,312 △95,917 △92,297 

 投資その他の資産合計 7,216,218 45.9 6,913,820 43.9 7,134,343 46.9

固定資産合計 10,986,038 69.9 10,608,134 67.3 10,897,216 71.6

   資産合計 15,722,720 100.0 15,757,259 100.0 15,221,864 100.0
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前第３四半期 

(平成17年12月31日現在)
当第３四半期 

(平成18年12月31日現在)
前連結会計年度 

(平成18年３月31日現在) 

区   分 金額(千円) 構成比 金額(千円) 構成比 金額(千円) 構成比 

(負債の部)  ％ ％  ％

流動負債   

  買掛金 180,008 207,687 145,925 

  短期借入金 992,000 992,000 992,000 

未払法人税等 17,030 29,729 76,014 

賞与引当金 32,317 31,991 60,801 

役員賞与引当金 ― 4,642 ― 

事業構造改革引当金 107,600 ― ― 

その他 793,797 1,104,553 648,133 

流動負債合計 2,122,753 13.5 2,370,604 15.1 1,922,875 12.6

固定負債  

  長期借入金 685,000 543,000 614,000 

退職給付引当金 661,397 633,996 647,214 

役員退職慰労引当金 44,400 54,750 48,500 

その他 838,480 835,086 920,138 

固定負債合計 2,229,277 14.2 2,066,832 13.1 2,229,852 14.7

   負債合計 4,352,031 27.7 4,437,437 28.2 4,152,727 27.3

  

(資本の部)  

資本金 1,524,460 9.7 ― ― 1,524,460 10.0

資本剰余金 2,453,051 15.6 ― ― 2,466,973 16.2

利益剰余金 6,936,259 44.1 ― ― 6,595,671 43.3

その他有価証券評価差額金 978,562 6.2 ― ― 1,080,458 7.1

自己株式 △521,644 △3.3 ― ― △598,426 △3.9

   資本合計 11,370,688 72.3 ― ― 11,069,136 72.7

   負債資本合計 15,722,720 100.0 ― ― 15,221,864 100.0

  

(純資産の部)  

株主資本  

  資本金 ― 1,524,460 ― 

  資本剰余金 ― 2,477,906 ― 

  利益剰余金 ― 6,943,205 ― 

  自己株式 ― △590,025 ― 

株主資本合計 ― ― 10,355,546 65.7 ― ―

評価・換算差額等  

  その他有価証券評価差額金 ― 962,742 ― 

  繰延ヘッジ損益 ― 1,532 ― 

評価・換算差額等合計 ― ― 964,275 6.1 ― ―

   純資産合計 ― ― 11,319,821 71.8 ― ―

   負債純資産合計 ― ― 15,757,259 100.0 ― ―
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２.（要約）四半期連結損益計算書 
    

 
前第３四半期 

自 平成17年４月１日
至 平成17年12月31日

当第３四半期 
自 平成18年４月１日
至 平成18年12月31日

前連結会計年度 
自 平成17年４月１日
至 平成18年３月31日

区   分 金額(千円) 百分比 金額(千円) 百分比 金額(千円) 百分比

  ％ ％ ％

 売上高 9,534,143 100.0 9,968,649 100.0 12,169,516 100.0

 売上原価 7,581,494 79.0 7,489,708 75.1 9,641,108 79.2

   売上総利益 1,952,648 20.5 2,478,941 24.9 2,528,408 20.8

 販売費及び一般管理費 1,809,798 19.0 1,702,630 17.1 2,299,121 18.9

   営業利益 142,850 1.5 776,310 7.8 229,286 1.9

 営業外収益   

  受取利息及び配当金 65,936 77,003  120,866

  その他 73,818 63,269  118,756

    計 139,755 1.4 140,273 1.4 239,623 1.9

 営業外費用   

  支払利息 11,829 11,619  19,226

  その他 914 3,382  6,283

    計 12,744 0.1 15,001 0.2 25,509 0.2

   経常利益 269,861 2.8 901,582 9.0 443,401 3.6

 特別利益   

  固定資産売却益 2,646 ―  1,140

  投資有価証券売却益 143,780 477  151,862

  投資有価証券償還益 4,321 1,493  4,400

  事業構造改革引当金戻入益 23,099 ―  39,778

  合理化助成金 51,000 ―  51,000

その他 ― ―  8,939

    計 224,848 2.4 1,970 0.0 257,120 2.1

 特別損失  

  固定資産売却損 394 ―  394

  固定資産除却損 5,722 2,791  9,931

  減損損失 228,349 ―  228,349

投資有価証券売却損 ― 6,127  ―

事業所閉鎖費用 ― 13,626  ―

その他 488 3,480  39,639

    計 234,953 2.5 26,025 0.2 278,315 2.2

税金等調整前四半期(当期)純利益 259,756 2.7 877,528 8.8 422,206 3.5

 法人税等 41,732 0.4 335,636 3.4 161,662 1.4

 四半期(当期)純利益 218,023 2.3 541,892 5.4 260,543 2.1

 

 5



３．セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

 

前第３四半期(自 平成17年４月１日 至 平成17年12月31日) 

 
精糖 
(千円) 

食品物資 
(千円) 

不動産 
(千円) 

計 
(千円) 

消去 
又は全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

売上高   

(1) 外部顧客に対する 
売上高 

7,972,382 1,126,521 435,238 9,534,143 ― 9,534,143

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高 

― ― 1,392 1,392 (1,392) ―

計 7,972,382 1,126,521 436,631 9,535,535 (1,392) 9,534,143

営業費用 7,901,031 1,327,765 65,693 9,294,490 96,802 9,391,292

営業利益又は 
営業損失(△) 

71,351 △201,244 370,938 241,045 (98,194) 142,850

 

(注) １ 事業区分の方法は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。 
２ 各事業の主要な製品または業務 

(1) 精糖 …………… 精製糖、液糖及び糖蜜 
(2) 食品物資 ……… 食品添加物、イヌリン、舞茸、切花活力剤及び畜産物 
(3) 不動産 ………… 不動産賃貸 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(98,995千円)は、親会社の管理部門に
係る費用であります。 

       
 
 
 

当第３四半期(自 平成18年４月１日 至 平成18年12月31日) 

 
精糖 
(千円) 

食品物資 
(千円) 

不動産 
(千円) 

計 
(千円) 

消去 
又は全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

売上高   

(1) 外部顧客に対する 
売上高 

8,894,248 633,510 440,890 9,968,649 ― 9,968,649

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高 

― ― 832 832 (832) ―

計 8,894,248 633,510 441,722 9,969,482 (832) 9,968,649

営業費用 8,282,523 744,028 63,374 9,089,927 102,411 9,192,338

営業利益又は 
営業損失(△) 

611,724 △110,518 378,348 879,554 (103,243) 776,310

 
(注) １ 事業区分の方法は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。 

２ 各事業の主要な製品または業務 
(1) 精糖 …………… 精製糖、液糖及び糖蜜 
(2) 食品物資 ……… 食品添加物、イヌリン及び切花活力剤 
(3) 不動産 ………… 不動産賃貸 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(103,243千円)は、親会社の管理部門
に係る費用であります。 
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前連結会計年度(自 平成17年４月１日 至 平成18年３月31日) 

 
精糖 
(千円) 

食品物資 
(千円) 

不動産 
(千円) 

計 
(千円) 

消去 
又は全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

売上高   

(1) 外部顧客に対する 
売上高 

10,282,143 1,307,300 580,072 12,169,516 ― 12,169,516

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高 

― ― 1,782 1,782 (1,782) ―

計 10,282,143 1,307,300 581,854 12,171,298 (1,782) 12,169,516

営業費用 10,198,185 1,529,296 88,545 11,816,028 124,201 11,940,230

営業利益又は 
営業損失(△) 

83,957 △221,996 493,308 355,270 (125,983) 229,286

 
(注) １ 事業区分の方法は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。 

２ 各事業の主要な製品または業務 
(1) 精糖 …………… 精製糖、液糖及び糖蜜 
(2) 食品物資 ……… 食品添加物、イヌリン及び切花活力剤 
(3) 不動産 ………… 不動産賃貸 

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(127,126千円)は、親会社の管理部門
に係る費用であります。 

 

 

 【所在地別セグメント情報】 

   前第３四半期及び前連結会計年度については、日本国内の売上高がいずれも90％を超えているため記載を省

略しております。また、当第３四半期については、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店

がないため、記載事項はありません。 

 

 

 【海外売上高】 

   前第３四半期及び前連結会計年度については、海外売上高がいずれも連結売上高の10％未満であるため海外

売上高の記載を省略しております。また、当第３四半期については、海外売上高はないため、記載事項はあり

ません。 
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